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１． 単元名 「１章

　

式の計算」
２． 本時案 （１０／１４）

（１）本時の目標

連続する整数の和がどんな数になるかを予想し、 それがいつでも成り立つことを説明することができる。
（思考・判断・表現）

教師の働きかけ（●発問，▲補助発問，■指示・説明）○子供の学習活動 留意点

　

※評石
１

　

問題の把握
◆カレンダーを黒板に貼り、
横に並んだ３つの数を囲ま
せる。そして、何人かを指名
して問題のデータを集める。

◆予想されることをノートに

記述させる。

◆予想されたことに対して、

　

「いつでもいえるのかな」と
全体に問う。 そして、 「いつ
でもいえることを説明する
ためには、何を利用するとよ
いのか」と問い課題につなげ
る。
◆ロイロノートに考えを提出

させるｏ 鱒
◆机間指導の中で、 「ｎ って
何？」「なぜ十１してるの？」
などと問い、 全体共有する
際， キーとなる発言ができる
ようにしておく。
◆ｎ十（ｎ＋１）十（ｎ＋２）を部分提示
として板書する。
◆部分提示した際、 考えが読
み取れるかどうかの立場を
挙手で表明させ、困っている
生徒にどのあたりで困って
いるのかを問い、協働的に問
題を解決する流れをつくる。
◆代表生徒の説明に入る前に
理解度の状況を挙手によっ
て確認する。説明の代表生徒
に困り感をもっている生徒
とやりとりをしながら説明
するように指示する。
◆代表生徒の説明の際、この

カレンダーで、 横に並んだ
３つの数の和はどんな数になる
だろうか。
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●どんなことが予想されるかな？

０３の倍数

　

○真ん中の数の３倍

　

など

●いつでも連続した３つの数の和は、 ３の倍数といえるのかな？

○なると思う

　

○具体的ないくつかの数で調べてもなる
○文字を使って説明すればよい

２

　

課題の明確化
課題

　

いつでも連続した３つの整数の和は３の倍数になるのか、 文字を

　　

利用して説明しよう。

３

　

個人思考・集団思考

ｏ ｎ十（ｎ十１）十（ｎ＋２）＝３ｎ＋ ３（ｎ＋１）
○ （ｎ一１）十ｎ十（ｎ十１）＝３ｎ

●

　

ｎ十（ｎ十１）十（ｎ＋２）と式をかいている生 おま、 どのように考えている

のかな？

○ｎって一体何かな？

　

○＋１、 十２って何？
○ 連続する３つの整数の最も小さい整数をｎとして、３つの整数
を表している。

・何かヒントいえる人はいるかな？

○一番小さい数をｎにした。

　

○１日ずつずれるから十１、 十２。

■自分の考えが近くの人と同じなのヵＭ交流しよう。（表現・指名計匝動

○ 連続する３つの整数の最も小さい整数をｎとして、 ３つの整数
を表した。

●３つの数を文字でおいた後はどうするのかな？



後どうするかを問い、３（ｎ＋１）

までの式変形を説明させる。
その際、なぜ ３（ｎ＋１）とする
のかを問う。

○連続した３つの整数の最も小さい整数を ｎ とすると、 ３つの整
数は ｎ、ｎ十１、ｎ十２ とおける。和はｎ十（ｎ十１）十（ｎ十２）二３ｎ＋３＝３（ｎ＋１）

　

となる。したがって、連続した３つの整数の和は３の倍数である。

●今の説明は伝わったかな？ （もう一人代表生徒の説明をさせた上で）

では， もう一度近くの人に， どのようにこの式ができたのか， 説明して

みよう。（定着・評価）

４

　

振り返り

．連続する３つの整数の和が３（ｎ＋１）であることから、３の倍数である
ことの他に、 どんなことがわかりますか。

…

　

※

　

連続した３つの整数の

　　

和 が ３の倍数になるこ

　　

とを、文字を利用して説

　　

明している （行動観察）

　　

【思考・判断・表現】

◆ロイロノートを利用して、 連

続する３つの数の真ん中を ｎ
として説明している考えに触

れるｏ 璽
◆ｎｅｘｔを問うことで発展的に
考えることの素地を培う。

◆ロイロノートに考えを提出

させるｏ

　　　

璽

○連続する３つの整数の真ん中の数の３倍であること。

． 「問題」 について今回連続する３つの数の和が３の倍数であることに

ついて考えましたが、 皆さんなら、 このあとどのようなことを考えます

か？

○連続する４つの数の和が４の倍数になるかどうか。
○連続する５つの数の和が５の倍数になるかどうか。
○縦に囲った３つの数の和が３の倍数になるかどうか。

・では、連続する５つの数の和が５の倍数になるかどうか調べて、説
明してみよう。

○連続した５つの整数の最も小さい整数をｎとすると、５つの整数

　

はｎ、 ｎ十１、 ｎ＋２、 ｎ＋３、 ｎ＋４とおける。
和はｎ十（ｎ十１）十（ｎ＋２）十（ｎ十３）十（ｎ十４）＝５ｎ十１０＝５（ｎ＋２）となる。
したがって、 連続した５つの整数の和は５の倍数である。
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単項式・多項式・次数
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第４時

　

多項式と数の乗法・除法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　　

へ
‐

　　　　　　　

脚

，Ｊ
「
司
－－
村

－」
同
１
，

　

　
　
　
　

　

　

　　　　

　

　

認

撚
蒔
ー

　

も
き

　

　
　

　

　
　

　　

　
　
　

　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　

‐バョ上

　　　

宝，

　

，

〉鷺沸き謝さＬまあ，メモ４雄一）楓謝－庭ｒ下さ・ 亀山 団．
ゲマミ
「
高醐

　

－－－－－－

　

ふり芝
十
三「

　

」～〆 雪ネ

　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　
　

　　

　　　

　

へ 哩

　

ｅａｒ 三：ふれ一軒（ＩＬ塾生罫書￥＊ ′、：ー浩

　　　　　　　　　　　

一 ノＶ

　　

：級￥電 「ぴ橘 〃
－′口

　　　　

＝
磯 川 卵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　　 　　

冬嶺 ど／ ｐＨ 囲め・塑期

　

日

　　

－

　　　　
　　　
　
　 　　
　　

　　　　　

　　　 　 　
　　　　　 　

　　

　　　

　　

　　　 　

　　

　　　　　　　　

　　　　　　　

，，ー１

，ー
ー

　
　　　　　　　
　　　　

　　

　　　
デ

　

．．＝＝＝．‐コ÷－

　

－－

　

－－三ｉｉ〆眺

　

一一一

　

つ

　

“二ｉｉｉｉ可…；；－董髪

第５時 いろいろな式の計算
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第６時 単項式どうしの乗法、 除法
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「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

 

                                                 

１．単元名 １章 式の計算 
２．本時の目標（８/１５） 
２つ以上の文字を含む式の値を能率的に求める方法を説明することができる。 

３．本時のデザイン                             主張する手立て 

教師の働きかけ（🔴発問，▲補助発問，■指示・説明） 

◯子供の学習活動                 
◆留意点 ※評価 

１．２つ以上の文字を含む式の値を能率的に求める

にはどうすればよいのかという課題を明確化する。 
                               

 

 

 

 

 

 

 
          

２．既習事項を基に，式の値を能率的に求める。 

 

 

 

 

🔴別の問題でも同じように考えられるのかな？ 

  

 

 

 

 

 

 

 ●ここまでの学習を振り返ると，式の値を簡単に

求めるには，どうすればよかったかな？ 

 

 

３．解決過程を振り返り，式の値を能率的に求める

方法を説明する練習や問題づくりをする。 

◆単元で既に扱った式を取り扱うことで，式の値を

求めるとき，式を計算してから数を代入すると，

求めやすくなる考えが導きやすくなるようにす

る。代入する値は正の整数として，７年時の学習

との接続がスムーズになるようにする。初めに 

５ｘ＋３ｙのところだけを見せながら提示する

ことで，学習内容が発展していることに気付ける

ようにする。 

◆①は，②と比較することで②の考えのよさを際立

たせるために取扱う。こうした場合，①について

は生徒の考えを取り上げるのではなく，「こんな

風にすると求められるみたいだね」などとつぶや

きながらまどろっこしさを強調するために，わざ

とに必死に板書するように振舞う。 

◆②の考えは，「こんなよりよい求め方があるって

いうんだけど，一部分だけ書いてもらうね。どん

な求め方か考えながら見ててね」などと伝えた上

で，考えの一部を板書させる。 

 

◆確認問題では，代入する値の一方が負の整数とな

るようにして，式を計算してから数を代入すると

簡単に式の値が求められることを確認する。その

際，式の値を求める競争を教師とする場面をつく

る。教師は先に代入する方法で求めるようにす

る。この働きかけにより，式の値を求めるとき，

式を計算してから数を代入すると，求めやすくな

る考えのよさが際立つように働きかける。 

◆７年時の教科書を見せて，式を計算してから数を

代入することもできる式の値を求めることがで

きるようになったことを確認する。 

◆練習問題では，単項式と多項式の乗法が含まれた

式を単項式どうしの乗除が混じった式に変えた

り，代入する値を分数や小数としたりして，式の

値を能率的に求める方法を説明させる。 

※式を計算してから数を代入して，式の値を能率的

に求める方法を説明している。（観察，ノート） 

◆学習進度が早い生徒には問題づくりに取り組ま

せる。問題づくりでは，条件を変更した問題につ

いて考えてきたことを意識させ，どのように発展

させるのか生徒自身に決めさせるようにする。問

題をつくり終えた生徒は，他の生徒の問題で興味

がわいたものを選択させて取り組ませるように

する。式を計算してから数を代入した方が求めや

すくならない問題は積極的に紹介したい。授業後

にお互いの問題について議論する生徒の姿を引

き出したい。 

日 時 令和４年５月１０日（火）第４校時     生 徒 ８年Ｂ組 ２４名 

授業場 ８年Ｂ組教室                    授業者 赤 本 純 基 

問題 ｘ＝５，ｙ＝９のとき， 

式 ２(５ｘ＋３ｙ)＋３(ｘ－２ｙ) の値を 

求めましょう。 

①式に数を代入する 
 ２(５ｘ＋３ｙ)＋３(ｘ－２ｙ) 

 ＝２×(５×５＋３×９)＋３×(５－２×９) 

 ＝２×(２５＋２７)＋３×(５－１８) 

＝２×５２＋３×(－１３) 

＝１０４－３９ 

＝６５             答．６５ 

②式を計算してから数を代入する 
 ２(５ｘ＋３ｙ)＋３(ｘ－２ｙ) 

 ＝１０ｘ＋６ｙ＋３ｘ－６ｙ 

 ＝１３ｘ 

 ＝１３×５ 

 ＝６５            答．６５ 

 

 

課題 式の値を簡単に求めるには，どうすれば
よいのかな？ 

 

確認問題 ｘ＝５，ｙ＝－３のとき， 

式 ２(６ｘ＋ｙ)－３(４ｘ－３ｙ) の値を 

求めなさい。 

〇式を計算してから数を代入する 
 ２(６ｘ＋ｙ)－３(４ｘ－３ｙ) 

 ＝１２ｘ＋２ｙ－１２ｘ＋９ｙ 

 ＝１１ｙ 

＝１１×(－３) 

＝－３３           答．－３３ 

まとめ 式の値を求めるとき，式を計算してか
ら数を代入すると，求めやすくなる場合があ
る。 

 

練習問題（教科書Ｐ．２８ 問２） 

ｘ＝３，ｙ＝－１/２のとき， 

式 ５ｘ２ｙ÷５ｘｙ２×(－２ｙ) の値を 

求めなさい。             など 
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・学習履歴 
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